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特集
ダーマコスメ ～皮膚科医が知って得する基礎知識～
責任編集：野村 有子（野村皮膚科医院）
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透析患者の質問

本誌は過去しばしば血液浄化療法を特集しており，責任編集は初回が服部瑛先生，
次が不肖筆者，今回は清島真理子先生である．透析患者にはさまざまな皮膚症状が現れ，
かつ難治である．治療にてこずる場面も多く，皮膚科専門医にとって定期的な情報ア
ップデートは必須である．その代表格は痒みであり，筆者も慢性腎臓病関連瘙痒症患
者を前に頭を抱える毎日である．おそらく多くの皮膚科専門医は目の前の透析患者に
対しさまざまなアプローチで改善を試み，時に手を替え品を替え，しかし悲しいかな
患者の満足は得られず……，との経験をされていることと思う．
他方，透析患者は皮膚科専門医の診療を受けていない場合も多く，筆者は時に他科
の医師や医療従事者，そして患者向け講演を依頼される．あくまで皮膚科医であるので，
講演の内容は皮膚の構造生理や外用療法のイロハ，生活指導をテーマとするが，医療
従事者に比較して，患者の質問はなかなか面白く勉強になる．「以前は痒みがまったく
なかったけれど，透析施設が変わって以降，痒くてしょうがない！」……なるほど，
前施設はスキンケアなどを熱心に行っていたのであろう．ところが……．「今の施設は
透析時間が短いので全然痒みがとれない．改善を求めても，夜間を含め多くの患者が
いるため時間は限られる，といわれる．」なるほど，だしぬけに講演に現れた皮膚科医
では手も足も出ない事情も大きいようである．で，ご質問は？「今の施設はとても儲
かっているようなので，どうしたら十分な時間をかけてくれるのであろうか？」
無論，血液浄化療法に携わるジェネラリストにも皮膚病変に大変熱心な先生が存在
するが，やはりその道のプロである皮膚科専門医からの発信はとても意義深いと考え
る．本誌 1冊で理論から血液浄化療法による皮膚疾患治療，そしてサイコネフロロジ
ーまで明解にお示し頂いた清島真理子先生とご執筆頂いた先生方に深謝申し上げる次
第である．
さて，患者の質問には真摯に答えねばならぬ．しばし考えて，筆者はこう答えた．「や
はり透析については主治医の先生に何度も率直に御相談されるのが良いと思います．」
儲かっていない皮膚科医からのアドバイスはこの程度ですみません……．（安部 正敏）

→詳細は p.563参照
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